
CJD早期診断における拡散強調画像ADC値の機種間差異 

解 説 
 

1. ボランティア12名を5企業14機種のMRIで撮像した(1.5Tx10, 3Tx2, 0.4Tx2)。 

2. 1.5Tでは一部の装置でADC値が大きく異なっていた(左下)。 

3. 1.5Tと3Tの間にはADC値に大きな差異はなかったが、0.4Tでは著しく異
なっていた(右下)。 

 

研究分担者： 岩手医科大学 佐々木真理              

平成22年度プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究班研究成果 

1.5T 1.5T 1.5T 

1.5T 3T 0.4T 


	スライド番号 1

